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私自身は，このテーマの研究過程で，“Stigma associated with schizophrenia: Cultural comparison of social dis-




国（北京）で国際協力機構 Japan International Cooperation Agency（JICA）の技術協力プロジェクトによる「リ






























































































（前向き研究，concurrent cohort study など）
ランダム割付を伴わない過去のコントロールを伴うコホート研








































































































































































gram to Fight the Stigma and Discrimination Because of Schizophrenia が発足され（1996），2001年に日本精神神
経学会がその特別委員会を発足させた時期でした。
研究チームは，さっそく「精神障害者に対する偏見・スティグマ」を計測するためのツール探しを行ない，あ
れこれと文献抄読を進めましたが，なかなか適当なツールが見つかりませんでした。最終的に，研究チームで独
自の評価ツールを作ることになり，試行錯誤で予備研究と因子分析を繰り返し，「信頼性と妥当性のあるスティ
グマの評価ツール（SDS-J）」が完成しました。この過程で，私自身が初めて研究者らしい働きをしたのだと思
います。このツールには私自身も思い入れがあり，その後も事ある毎に自分自身でデータを集め，コツコツと自
身で入力作業とデータ解析を行いました。この時が本当の意味での研究者としてのスタートだったと思いま
す。
【結果が出るときの達成感】
それ以後の長い研究過程の中で，入力作業のために学生アルバイトを雇ったこともありますが，記載漏れの処
理や入力ミスのチェックが必要で，結局自分で入力した方が早いので，現在ではすべて自分で入力作業をしてい
ます。データ入力は，数値の変換や逆転項目などの処理，項目ごとの集計，そして統計処理が出来る一覧表にす
るための作業などで大変です。ですが，大変な作業を終了した後に統計分析をかけ，結果が出た時には何物にも
代えがたい達成感を味わうことが出来ます。また，分析結果を見ては「やっぱり！」とか「え～，何でだろう？」
などと一喜一憂できるのです。
研究をするということは簡単ではありません。倫理的課題や研究費の問題，対象者の確保，協力者の人選，研
究場所の確保などで大変なことも多くあります。ですが，大変な事態を乗り越えてこそ結果を得た時の喜びも大
きいのです。達成感もあります。
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さあ，院生の皆さん！これから研究を始めようとする皆さん！ 大変な世界に飛び込みましょう！
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